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原子炉安全性研究炉 NSRR を対象に、新検査制度における合理的な機器類の保守管理の方法を検討するにあ

たって、事故時の放射線業務従事者の被ばく評価を実施した。 
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1. 緒言 

2020 年 4 月から始まった原子力規制検査制度は、本制度が参考とした米国 NRC の原子炉監視プロセスと

は異なり、試験研究用等原子炉施設や核燃料物質使用施設も対象にしているところが特徴であり、制度を合

理的かつ効果的なものとするためには、施設の安全上の特徴を踏まえ適切なグレーデッドアプローチを適用

することが求められる。NSRR は、安全機能をすべて喪失した場合でも公衆被ばくが 1mSv を超えないとさ

れる施設[1]であり、このような施設においては、放射線業務従事者の防護が相対的に重要となる。放射線業務

従事者の被ばくは、原子炉の事故時及び核燃料物質取扱中の事故時におけるものが想定されるが、いずれの

場合についても、従来、被ばく評価は行われていない。 

これらを背景とし、本研究では、まず、NSRR の事故時における放射線業務従事者の被ばくを網羅的に検

討し、放射線業務従事者への放射線影響と機器類の管理状態の関係から機器類の安全上の重要度を定め、そ

れに基づき検査・点検の頻度や内容を定める保守管理の方法を検討する。 

2. 評価概要 

本報では、本研究の第一段階として実施したカプセルシール部等破損事故時に照射カプセルから核分裂生

成物が瞬時放出した場合の被ばく線量の評価結果について述べる。カプセルシール部等破損事故は、未照射

酸化ウラン燃料の照射実験中に大気圧水カプセルのシール部の不完全又は破損により、照射カプセル内の試

験燃料中に生成された核分裂生成物が放出される事故である。照射カプセルは原子炉プール内に設置されて

いる実験孔に装荷されており、原子炉建家 1 階に実験孔の開口部がある。排気系統の機能喪失を伴う事故の

場合、核分裂生成物は照射カプセルのシール部等から実験孔を通じて原子炉建家 1 階に放出されることから、

原子炉建家 1 階で照射実験を実施している放射線業務従事者が被ばくする可能性がある。 

そこで、試験燃料中に生成された核分裂生成物が瞬時に照射カプセルから原子炉建家 1 階に放出され、拡

散して均一化すると想定して解析を行い、核分裂生成物の吸入摂取による内部被ばく線量及びガンマ線によ

る外部被ばく線量を算出した。 

3. 結果・考察

評価の結果、上記の事故時における放射線業務従事者の被ばく線量は緊急作業時の線量限度を超えること

はないことを確認した。 

今後は、評価対象事故の範囲を広げ、それらの際の機器類の状態を踏まえた放射線業務従事者への放射線

影響から、機器類の安全上の重要度を検討していく。 
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